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図書館サービスとオープンソースソフトウェア 
高久 雅生＊ 
 
 15 年間にわたるオープンソース運動を振り返りながら，図書館サービスとの接点，オープンソースソフトウェアの利用事例を紹介する。
図書館サービスにおけるオープンソースソフトウェアの例として，図書館管理システム，機関リポジトリ，次世代 OPAC といった分野を取
り上げ，国内及び海外の事例を紹介する。近年の図書館サービスの文脈におけるオープンソースソフトウェアの課題として，クラウドコン
ピューティングの進展やオープンデータ，人材育成などの観点から考察し，今後の課題を述べる。 
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1．はじめに 
現在，情報提供や情報発信，情報収集に関わるとき，わ
たしたちは日常をオープンソースソフトウェア（Open 
Source Software；OSS）のインフラの上ですごしている
と言ってもよいだろう。 
例えば，ウェブ上で発信する際のもっとも基盤的な部分
を担うウェブサーバのうち世界中でもっとも使われている
のはオープンソースソフトウェア Apache HTTPD ウェブ
サーバ1)であり，2013 年 12 月現在，4 割を超えるシェアを
持つ 2)。データベースシステムの管理を担うリレーショナ
ルデータベース管理システム（RDBMS）においても，
MySQL3)や PostgreSQL4)といったオープンソースソフト
ウェアによるものが大きな位置を占めており，MySQL は
インストール導入数で，商用の Oracle データベースに次
いで，2 位のシェアを占めている5)。また，インフラ面でも，
基盤的なオペレーティングシステム（OS）においては，オー
プンソースソフトウェアである Linux OS がサーバ市場に
おいて一定の位置を占めている。また，日常的なウェブで
の情報収集を支えるウェブブラウザも Google Chrome6)や
Firefoxブラウザ7)のようなオープンソースソフトウェアが
広く普及している。 
ここでオープンソースソフトウェアとは，オープンソー
スイニシアティブが定義した 10 の原則に基づき，ソフト
ウェアを自由に使用でき，そのソースコードを閲覧でき，
必要に応じて改変したり，再配布，再利用したりできるこ
とを保証するソフトウェアを指す 8)。先に挙げたような
GNU/Linux OS を始めとする高品質なソフトウェアとそ
の開発コミュニティが存在し，かつ，それらを無料で入手
できることがオープンソースソフトウェアを支えている。
オープンソースソフトウェアは，単に無償で入手でき，利
用するのがタダであるというだけでない。その意義は，ソ
フトウェアライセンスにおいて，ソースコードをいつでも
入手でき，それを修正したものであって，再配布できると
定めている点に特長がある。また，ソフトウェアを利用し
たり開発する立場からは，その動作をソースコードレベル
で詳しく確認できるため，新しいコンセプトのソフトウェ
アの内容や動作を誰もが確認でき，その理解の助けにもな
るという利点もある。 
図書館サービスの文脈においては，業務の中心的な部分
をカバーするソフトウェアは，パッケージ製品やカスタム
メイドとして開発提供されるソフトウェアを用いるケース
が多い 9)10)。一方で，上述の基盤的なソフトウェア群の利
用を通じたオープンソースソフトウェアの利用は一般的な
ものとなっており，さらに，近年では，先進的なオープン
ソースソフトウェアの利用によるサービス展開も増してい
る。本稿では，これらのオープンソースソフトウェアが持
つ役割について述べる。 
わが国においては，2000 年の三浦によるオープンソース
と図書館に関する報告11)を皮切りに，2004 年の兼宗による
報告12)，2006 年の原田13)，原田ら14)，村上ら15)と，2000
年代半ばまで，オープンソースソフトウェアと図書館サー
ビスに関わる論考が相次いだ。本稿では，これらの論考で
述べられた状況を引き継いだ上で，その後の国内外の状況
とその変遷を中心として，オープンソースソフトウェアが
果たした役割と今後について論じる。 
以下，2 章ではオープンソースソフトウェアの概要とそ
の変遷を述べた上で，3 章でオープンソースソフトウェア
を取り巻く環境の変化とその要因をいくつか具体的に取り
上げて整理し，4 章ではいくつかの具体的なソフトウェア
に触れながら最近の状況を述べ，最後にここ数年の間に明
らかになってきた論点を整理してみたい。 
2．オープンソースソフトウェアの歴史 
オープンソースという用語は 1998 年に提唱された。提
唱当時，巨大なマーケットとシェアを誇っていたMicrosoft 
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Windows とそのアプリケーションソフトウェア製品群に
代表される，独占的な商用ソフトウェア（proprietary 
software）では，ソフトウェア仕様が明示されず，バージョ
ン間の互換性も保証されないといった懸念から，これに比
しうる高品質なソフトウェア群と，ビジネスモデルの構築
が求められていた側面もあった。Netscape 社による Web
ブラウザ製品のオープンソース化の発表と，Linux OS の
急速な進展を通じたコミュニティの醸成 16)は，これらの
ニーズに応える一種の福音として，オープンソース運動を
形成していった。 
こうして始まった 1990 年代末のオープンソース運動の
特徴は，これまでハッカー文化などと結びついてきた草の
根的な活動とその成果を，オープンソースという用語のも
とに「再発明」し，そのビジネス活用と歩調を合わせる形
で展開していった点にある。 
3．オープンソースソフトウェアと図書館の出会い 
 オープンソース運動に注目が集まるとすぐに，草の根文
化としてのソフトウェア開発と，図書館サービスにおける
活用とを結び付けようとする機運が高まってきた。もっと
も初期の動きは，当時イエール大学図書館に所属していた
Daniel ChudnovによるOSS4Libコミュニティの創設であ
る17)18)。OSS4Lib は，米国内の大学図書館を中心とする学
術研究機関内の図書館において，オープンソースソフト
ウェアを活用しようとする動きをまとめた情報交換用のコ
ミュニティであった19)。例えば書誌データや MARC 処理，
通信プロトコル，メタデータ標準といった図書館で使われ
るソフトウェアとそのモジュールライブラリを一覧するリ
ンク集が作られただけでなく，それらソフトウェアを使う
方法などの情報交換用にメーリングリストや IRC チャッ
トが使われはじめ，図書館におけるオープンソースソフト
ウェア利用のためのコミュニティが形成された。このコ
ミュニティは，その後も北米のシステムライブラリアンを
中心に細分化と成長を続け，2003 年頃には Code4Lib とい
うコミュニティが作られた20)。Code4Lib Journal は，北米
を代表するコミュニティとなり，2013 年現在，メーリング
リストには月平均 360 通もの投稿があり，活発な情報交換
が行われて 2 いる。そのほか，毎年 200～400 人前後が参
加する国際会議 21)22)23)24)25)の開催や，システム開発の事例
報告を中心とする季刊ジャーナル『Code4LibJournal』の
刊行26)など，コミュニティ活動がさかんに行われている。
近年では国内でも Code4Lib JAPAN と呼ぶ支部的な活動
も行われている25)27)。 
また，米国図書館協会（ALA）は毎年，図書館管理シス
テムの市場調査を発表しているが，その中でも，2007 年に
Koha28)と Evergreen29)の 2 つが，オープンソースの図書館
管理システムとして初めて，導入館があったと報告され導
入サポート企業の存在とともに大きく言及された 30)。その
後も毎年，オープンソースソフトウェアが商用システムと
並んで取り上げられており，オープンソースソフトウェア
は図書館システム市場の中で一つの分野として一定の位置
を占めるにいたっている31)32)33)34)35)36)。 
4．図書館におけるオープンソースソフトウェアの
利用 
 図書館サービスにおけるソフトウェア利用は，単に図書
館資料や利用者を管理するだけでなく，さまざまな用途で
のシステムが必要とされる。これらのさまざまな用途に向
けたツールがオープンソースソフトウェアとして提供され
ている。例えば，図書館におけるオープンソースソフトウェ
ア導入をサポートするためのウェブサイト FOSS4Lib37)に
は，さまざまな用途のオープンソースソフトウェアが掲載
され，2013 年 12 月現在，214 のソフトウェアが掲載され
ている。表 1 に，FOSS4Lib が提供しているソフトウェア
一覧で紹介されているソフトウェアの種別毎の内訳を示
す。上位にあるディスカバリーインタフェースやデジタル
リポジトリ，図書館管理システム，OPAC のように，総合
的な書誌データ管理や検索を行うツールから，メタデータ
操作，画像操作のように一部のモジュールとして他のソフ
トウェアから呼び出して連携して用いることを前提とした
ソフトウェアまで，用途だけでなく，その粒度もさまざま
なものがある。 
 
表 1 FOSS4Lib に掲載されているオープンソース 
ソフトウェア種別の内訳 
1 ディスカバリーインタフェース 30 
2 デジタルリポジトリ 29 
3 メタデータ操作 20 
 画像操作，表示 20 
5 図書館管理システム 17 
6 コンテンツ管理システム 13 
7 E リソース管理 12 
8 OPAC 11 
9 アーカイブレコード管理 7 
 参照文献管理 7 
 ナレッジベース 7 
12 コンテンツ管理システム 4 
 相互貸借，複写 4 
 リンクリゾルバー 4 
 レファレンスサービス 4 
16 予約資料管理 2 
 教科情報管理 2 
18 ディストリビューション 1 
 学習管理システム 1 
 学術出版 1 
 長期保存リポジトリ 1 
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以下では，図書館サービスにおいて利用される典型的な
オープンソースソフトウェアを用途別にいくつか取り上げ
て見ていきたい。 
 
4.1 図書館管理システム 
図書館管理システム（Integrated Library System，図書
館業務システム等ともいう）は，図書館における資料や利
用者管理の機能を備え，蔵書検索，貸出返却，発注や受
け入れ，相互貸借といったさまざまな図書館運営業務をま
かなうシステムの総称である。図書館管理システムの分野
におけるオープンソースソフトウェアの導入は，ニュー
ジーランドの公共図書館で開発されたシステム Koha がそ
の嚆矢である28)38)。 
Koha は財政難の公共図書館における起爆剤となること
を目指し，一から構築された図書館管理システムである。
ビジネスとしても成功するという，オープンソース運動の
コンセプトのもとに，製品としての図書館管理システムは
オープンソースソフトウェアとして公開し，導入サポート
やカスタマイズのサービスを提供するビジネスを行う企業
が複数あるという形でのすみわけがなされ，成功している
例の一つである。現在では，Koha に加え，米国ジョージ
ア州の図書館コンソーシアムで開発された Evergreen29)39)
も同様のビジネスモデルのもと，提供されている。これら
2 つのオープンソース図書館管理システムの普及も進み，
先述の ALA による図書館システムの市場調査によれば，
オープンソースの図書館管理システムは 2013 年現在，約
14％のシェアを持つにいたっている36)。 
Pruett ら40)は，Evergreen と Koha という 2 つの代表的
なオープンソースの図書館管理システムと，SirsiDynix 社
の Symphony と ExLibris 社の Voyager という 2 つの商用
の図書館管理システムを機能性，導入サポート，ユーザビ
リティ，経済性の 4 つの観点から比較した報告を行ってい
る。 
国内では，嶋田が図書館横断検索サイトのカーリル41)の
データを元に，NEC と富士通の 2 社で全図書館の半数以
上のシェアを占める等，商用製品がそのほとんどを占めて
いると報告している 42)。日本初のオープンソースソフト
ウェアとしては，2007 年にオープンソースの図書館システ
ムの実現を目指すプロジェクト Next-L が活動をはじめ，
2008 年には，そのプロトタイプシステムとして Next-L 
Enju が公開されている43)44)。Next-L Enju は，物質・材
料研究機構45)など専門図書館を中心に実際に導入する図書
館が徐々に増えはじめている46)。 
 
4.2 機関リポジトリ 
機関リポジトリは，大学や研究機関がその構成員による
研究成果を蓄積し，社会に発信するためのツールである。
学術情報のオープンアクセス化に向けた方策として，2000
年代半ばから全世界的に構築の動きが進んできた。国内で
は，2004 年に千葉大学が公開を始め47)，その後，国立情報
学研究所（NII）による委託助成事業や学位論文の電子公
開化の動きを受けて，爆発的に普及している。NII による
国内の機関リポジトリ統計では，2013 年 11 月現在の機関
リポジトリ公開数は 394 件48)であり，全世界を対象とする
機関リポジトリ総覧 OpenDOAR における米国に次ぎ，世
界第 2 位の機関リポジトリ普及国となっている49)。 
機関リポジトリは 2000 年代初頭にその構想と構築が始
まった比較的新しいサービスであることもあり，構築ソフ
トウェアはオープンソースソフトウェアを用いるケースが
多い。OpenDOAR49)によれば，全世界の機関リポジトリに
おいて，リポジトリソフトウェア DSpace50)を用いている
機関が 41％，EPrints51)が 14％と，2 つのオープンソース
ソフトウェアだけで半数を超える。国内では NII が開発す
るWEKO52)，それに次いで，DSpaceの 2つのオープンソー
スソフトウェアの利用率が高く，それ以外にも理化学研究
所脳科学研究センターが開発する XooNIps53)等，オープン
ソースソフトウェアが大きな位置を占めている。 
これらの機関リポジトリ構築にあたっては，各機関の図
書館内にシステム担当の専任職員をおいて，組織内で自ら
オープンソースソフトウェアをカスタマイズ構築して導入
したケースもあるが，大部分はソフトウェア企業に導入サ
ポートを依頼してオープンソースソフトウェアをカスタマ
イズ導入した場合が多い。また，国立情報学研究所が 2012
年から提供を始めた共用リポジトリサービス JAIRO 
Cloud においては，リポジトリソフトウェア WEKO の環
境が一括で用意され，各機関はその環境下においてカスタ
マイズやデザイン設定を加えて導入するというクラウド型
の構築例も増えている54)。 
 機関リポジトリ用のオープンソースソフトウェアにおい
ては，様々な先進的な機能も提供されている。例えば，ロ
チェスター大において開発されたリポジトリソフトウェア
IR＋55)では，ユーザ研究を基にしたニーズ把握のもと，共
著論文環境の機能等が提供されている56)。また，対象とす
るコレクション群に必要とされる粒度の細やかなデータを
登録したり，E-Science 向けアプリケーションを目指した
りする機関リポジトリ構築例では，Web API と RDF デー
タモデルを完備した Fedora57)や Ruby on Rails による
Hydra58)などの拡張性の高いオープンソースソフトウェア
を組み合わせて活用されるケースが多く，これらの開発に
も多くの学術機関と開発者が参画している。 
 
4.3 次世代 OPAC/ディスカバリーインタフェース 
2000 年代後半から，図書館の目録情報を提供する OPAC
に，より先進的な機能を付加した次世代 OPAC やディスカ
バリーインタフェースと呼ばれるツールが注目を集め始め
た59)。これらのツールは，書誌データの検索と表示にあたっ
て，高速で高品質な検索体験を提供すると同時に，ファセッ
ト絞込みや書影表示，関連度順ランキング，推薦機能といっ
た豊富な機能を持つことで特徴付けられている。 
この製品群の誕生にあたっては，オープンソースソフト
ウ ェ ア も 一 定 の 役 割 を 果 た し た 。 2002 年 の
AquaBrowser60)の発表後，2007 年頃から Primo や Encore
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といった商用製品群が出てきたのにあわせ，オープンソー
スソフトウェア VuFind61)がこれに続き，これらを典型と
して，次世代 OPAC，またはディスカバリーインタフェー
スと呼ばれる分野が認知を受けるようになった62)。4 節で
述べたとおり，現在でも次世代 OPAC またはディスカバ
リーインタフェースを提供する多くのソフトウェアがオー
プンソースのもと数多く開発，公開されている。 
国内では，九州大学が eXtensible Catalog63)を導入して
いる64)。また，4.1 節であげた Next-L Enju をベースとし
た国立国会図書館サーチ65)も次世代OPAC機能を前面に打
ち出し，2009 年に公開された66)。 
5．最近の動向と今後の課題 
5.1 クラウド化の進展 
 この 10 年におけるソフトウェア開発の潮流がもたらし
た大きな変化のうち，図書館サービスにもっとも影響を与
えたものの一つは「クラウドコンピューティング」だろう。
手元に設置したサーバ内で開発を行うという従来のスタイ
ルから，これまでとは異なる課金体系を持つネットワーク
上のクラウド型に用意された環境の中で，モジュール単位
でソフトウェアを開発し，サービスとして統合するという
流れはますます加速している。 
 クラウド環境下では，エンドユーザには意識されない大
規模なサーバ環境を自在に拡張性をもって組み合わせるこ
とができるため，アクセス集中などの負荷やサービス展開
の必要に応じて必要なサーバをその都度，数台から数百台
といった規模にネットワーク越しに拡張する事が出来る。 
クラウド化により，高度に処理性能を高めたシステムを
容易に提供できるようになったことは大きな利点である。
このクラウド環境の基盤を支えているのは，やはりオープ
ンソースソフトウェア群であり，クラウド環境のコモディ
ティ化と低廉化に大きく貢献している。 
図書館サービスにおいても，4.3 節で述べたディスカバ
リーインターフェイスは，SaaS（Software as a Service）
型のクラウド上で提供されるサービスとして，ディスカバ
リーサービスと総称して提供され，普及が進んでいる。同
様に，図書館システムにおいても，これらのディスカバリー
サービスと電子資料管理を統合した，クラウド型の提供モ
デルが増加しつつある36)。 
一方で，クラウド環境は，開発環境のプラットフォーム
依存性を高めるために，処理を行うソフトウェア実行環境
が固定化されやすく，オープンソースと対比される
proprietary な環境となりやすいとの懸念もある。オープ
ンソースと対比される Proprietary な環境となりやすい懸
念が出ている。特定のクラウド環境にロックインされない
よう，オープン性を高めるべく，クラウド環境の標準化が
ますます求められる67)。 
 
5.2 オープンデータ，オープンアクセスとの連関 
 また別の視点から，図書館とオープンソース運動の関係
を考えてみる。オープンソース運動の根幹にあるコンセプ
トは，提供ライセンスを明示することにより，ソフトウェ
ア利用者と提供者に利益をもたらし，新しいコミュニティ
を作り上げるという活動であった。この原理は，学術情報
流通の分野から図書館サービスとも強い関連を持つオープ
ンアクセス運動やオープンデータ運動とも相似関係にあ
る。例えば，オープンコンテンツの代表格であるウィキペ
ディアはオープンソース運動の源流であるフリーソフト
ウェア運動に端を発し，自由に誰もが使え，再利用できる
百科辞典を作るという目標を持っている。この目標は，オー
プンソース定義において「ソフトウェア」と呼んでいる箇
所を「コンテンツ」（百科辞典）に置き換えたものであるこ
とは明らかだ。 
そもそも図書館サービスは，その情報収集，情報提供，
情報発信の観点からも，利用者が自由に扱える情報を増
やし，新しい知を発信する拠点となることが求められてい
る68)。このためには，誰にでもオープンで自由な情報を提
供し，自由に扱うことができるデータ，コンテンツ，ソフ
トウェアをサポートすることが肝要である。この観点から，
オープンソース，オープンアクセス，オープンデータそれ
ぞれのライセンス概念を理解したうえで，これらへのアク
セス提供とサポートを実施することも今後，重要となって
くるだろう。 
 
5.3 人材の育成と確保に向けて 
 図書館サービスにおいて必要なソフトウェアをよりよい
ものにしていくには，システムに関わる人材をどのように
確保し，育成していくのか，という視点が欠かせない。特
に，ソフトウェアが高度化し，かつ，その開発にスピード
が求められる現在では，この課題はますます大きくなって
きている。 
この課題にあたって，オープンソースソフトウェアの開
発コミュニティにおけるプロジェクト管理やコミュニケー
ションの手法には参考になるものも多い。例えば，オープ
ンソースソフトウェア開発でよく使われる Github69)のよ
うなソースコード管理サービスにおいては，開発したソー
スコード群に加えて自身のプロフィールを公開することに
より，一種の SNS として機能させ，開発者としての能力
をアピールしたり，ソースコードやドキュメントに対して
他の開発者とコメントしあったりすることにより，よりよ
いソフトウェアを実現できる。 
また，高度な人材を確保するためには，魅力あるサービ
スビジョンとともに機能性のある開発チームを構成し立ち
上げることも欠かせない。さらに財源確保のためのに外部
資金の獲得等も視野に入ってくるはずだ。 
6．おわりに 
 はじめに述べたとおり，オープンソースソフトウェアは，
インターネットとウェブの爆発的普及をインフラ面から支
えるとともに，新しいコミュニティ型開発のモデルとビジ
ネス展開の底流として働き続けてきた。そして，オープン
ソース運動の始動から 15 年が経ち，ソフトウェア開発と
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ウェブ技術の進展の中で，オープンソースソフトウェアを
取り巻く状況は常に変化し続けている。 
オープンソースソフトウェアを直接に図書館サービスに
適用する流れは，安価で高機能なオープンソースの図書館
管理システムやディスカバリーインタフェース，コンテン
ツ管理システムなどに広がり，享受できる恩恵の広さと深
さは大きくなりつつある。一方で，これらの恩恵は適用分
野が限られるなど，一定の範囲にとどまっており，当初に
期待されたほどは進んでいないという見方もできる。今後
のオープンソースソフトウェアの導入がどのように進むか
は，先にあげた図書館サービスとソフトウェア開発に関わ
る課題を，どのような形で克服しうるかにかかっているの
ではないか。 
Chudnov は，1999 年の図書館とオープンソースに関わ
る最初の論考の中で，オープンソース運動そのものの重要
性を説くとともに，オープンソースソフトウェアとそのコ
ミュニティを活用することにより，開発者だけにとどまら
ず全てのライブラリアンが主体的に図書館サービスに関わ
るソフトウェアへ貢献する契機にできると訴えている17)。
Chudnovは2013年に日本で開催されたCode4Lib JAPAN
カンファレンスにおいても同様の主張を行った70)。サービ
スを支えるソフトウェアがどのようなロジックで動作して
いるかを把握し，その改善策を考えることは開発者だけの
仕事ではなく，全ての関係者の知恵を得て，適切なフィー
ドバックを相互にもたらすことがよりよい未来につながる
ものと考える。オープンソース運動 15 年の時空を超えて，
本稿がオープンソースソフトウェアの可能性を考える一助
になれば幸いである。 
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